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29　　　　　　ヒト肺腺癌に対するモノクロナール抗体

　（130－22，145－9）を用いる新しい腫瘍マーカーIRHAの
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　ヒト肺腺癌細胞を免疫源として得られた2つのモノ

クロナール抗体130－22と145－9は，卵巣癌の腫嘉マー

カーとして広く臨床応用されているCA　125抗原を認識

する。130－22をトレーサー，　145－9を固相化抗体とす

る新しいIRHAの系を作り基礎的検討を行ったところ．

簡単なone－step法のアッセイで良好な標準曲線および

測定値の再現性が得られ．測定感度もすぐれていた。

　このアッセイ系を用いて，肺腺癌，卵巣癌，子宮内

膜癌細胞培養液中のCA　125抗原を検出することができ

たが，他の腫鶏マーカーAFPやCεAとは反応しなかっ

た。また，各種疾患患者の血清中の抗原濃度を測定し

たところ．市販のCA　125キットを用いて得られた測定

値と良好な相関関係が得られた。130－22と145－9を用

いる新しいIRHAは血中，組繊中のCA　125■度の測定に

有用と考えられた。

30　　　血中Euglobulin分画における腫瘍マー

カー（CA19－9、　CAl2－5　ete）抗原の存在について

　浜津尚就1，鈴木輝康1，山崎武1，細田四郎2，芋川

　実3，越智幸男3，（滋賀医大放射線科1，同2内2，

　同検査部3）

　糖鎖に対するモノクローナル抗体で検出される抗原

は、血中でムチン様の高分子糖蛋白質であることが明

らかにされている。今回、癌患者血清（膵癌、胃痛、

胆嚢癌、粘液腫など）をB・llet法に従って72時間

透析し、上清のpseud。91・bulin分画と沈速の

euglobulin分画を得て、各種腫瘍マーカー抗原の

分布を検討した。euglobulin分画に、　CA19－9は

40～90％、また、CAl2－5は55～90％に分布し
ていた。しかし、各種悪性疾患での分布には、とくに

差異を認めなかった。一方、CA15－3では20～60％

と低値であった。

　最近、当研究室で作成した高分子ムチン様物質に対

するウサギ抗体を用いた競合法（第2抗体法）RIAは

広域の腫瘍マーカーとして有用であることを認めてい

るが、この抗原も各種癌患者血清で大半がeugl。bu－

lin分画に分布することを認めた。以上のことから、

これらのムチン様の腫瘍マーカーは血中のeuglobu－

linに主に存在すると推定された。

31　　　　　ct・－fetoproteinのレンズ豆レクチン結合性

　亜種による肝細胞癌の早期診断

　中田恵輔、木下昇、大津留晶、中村芳知、田辺比呂

　美、加藤有史、城谷光一、島正義、佐藤彬、楠本征

　夫、石井伸子；、小路敏彦’、長瀧重信（長崎大学第一

　内科、同保健管理センター’）

　α一fetoprotein（AFP）のレンズ豆レクチン

（LCA）結合性亜種を血清AFPが陽性であった肝細胞

癌患者55例、良性慢性肝疾患患者56例（肝硬変44例、

慢性肝炎12例）において測定した。また、昭和57年度

に肝硬変と診断し、肝癌を発見出来なかった25例にお

いて、昭和57年度のLCA結合性AFP亜種の割合を測

定し、以下の成績を得た。

①LCA結合性AFP亜種の割合は血清AFP値や腫瘍の
　大きさにかかわらず肝細胞癌で高値であった。

②昭和57年度に肝硬変と診断した時点でLCA結合性

　亜種の割合が10％以上であった8例中7例（88％）に

　その後肝細胞癌の併発を見た。一方、10％以下を示

　した17例からは1例に肝細胞癌の合併を認めるのみ

　であった。

　以上からLCA結合性AFP亜種の測定は肝細胞癌の

早期発見に極めて有用であると考えられた。

32　　　PETによるヒト睡眠時の脳血流および脳

酸素代謝の検討

　高橋健1，内田耕1，足高毅1，河田兼光1，福島保喜1

奥平進之2，飯尾正明元（東邦大学第二内科～同第一生

理『国療中野病院放射線科3）

　睡眠中の脳血流，脳酸素代謝に関して種々の報告が

なされている。今回我々は，国立療養所中野病院付の

PETを用いて，150　S　tedy－S　tate法によるヒト睡眠

時の局所脳血流量（rCBF）taよび局所脳酸素消費率

（rCMRO2）を脳波記録と平行して測定し・覚醒時と

比較検討を行った⑤

　健常成人男子10名に対し測定を行い、5名において

覚醒時と睡眠時の大脳皮質におけるrCBF．　rCMRO2

を測定し得た。

　覚醒時の平均rCBFは51．8±lLO≠／lOOgノ㎞であ

り，rCMRO2は3．79士0．72≠／100〆頃であった。睡

眠時のrCBFは43．1±10．1≠／lOO　9／mbで覚醒時に比

し・平均16．2％減少し・rC　MRO2は3．19土0・82

ψ／1　O　O　9／thで平均15．2％の減少を示し・ともに有意

差はないが減少する傾向を認めた。

　以上の結果から睡眠時には，脳血流’・脳酸素代謝と

も低下していると思われ．従来の報告と比較し若干の

検討を加えて報告する。
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